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ア ンケー ト 調査結果 に み る

我が国 に お け る 土壌病害の現状 と 問題点

は じ め に

土壌伝染病談話会 に お い て ， 過去 3 回 に わ た り ， 土壌
病害の発生， 防除試験， 研究等 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査
が実施 さ れた 。 第 16 回談話会が平成 4 年 7 月 に網走で開
催 さ れ， 全国都道府県 の 2 カ 所以上の試験場， 国立試験
場， 大学， そ の他の試験研究所の合計 152 機関を対象に
現状 を把握 し ， 問題点 を 明 ら か に す る た め に 同様の設問
項 目 で調査が行われた。 118 機関 ( 回答率 78%) よ り 解
答が寄せ ら れ， そ の結果 は ， 各設問項 目毎 に①報告件数
の多 い土壌病害， ②過去の調査結果 と の比較 に よ る 土壌
病害の推移， ③理由， コ メ ン ト な ど の特記事項 に つ い て
整理 さ れた。 寄せ ら れた貴重 な デ ー タ は資料集 (土壌伝
染病談話会 レ ポー ト (付録) No. 16， 1992) と し て刊行さ
れて い る の で参照 し て い た だ き た い。

今回の ア ン ケ ー ト 調査結果 に基づ い て 過去の調査結果
と 比較 し な が ら 昭和 51 年以降の我が固 に お け る 土壌病
害の発生な ら びに 研究の現状 と 問題点 に つ い て以下に記
述す る 。 な お ， ア ン ケ ー ト 調査 に 御協力 を 頂 い た 関係諸
機関の土壌病害担当者 に 対 し 深甚な る 謝意 を表す。

1 発生函積の大 き い土壌病害

本調査の各設問毎 に報告件数の 多 か っ た 主 な土壌病害
を表 l に ま と め た 。 ま た ， 図ー1 に過去の調査結果 (杉本，
1976 ; 宇井， 1978) と 比較 し て 発生面積の大 き い土壌病
害の推移 を 示 し た 。

全体的に ， 前回の ア ン ケ ー ト 調査結果 と 比較 し て ， ウ
イ jレ ス 病害の報告件数がや や増加 し ， 細菌病， 糸状菌病
は やや減少 し た。 ウ イ lレ ス 病害の う ち ， ム ギ類の萎縮病，
縞萎縮病， メ ロ ン え そ 斑点病， テ ン サ イ そ う 根病， カ ン
キ ツ 温州萎縮病等が発生面積の 大 き い病害 と し て 報告 さ
れた。 細菌病 は ， ト マ ト や ナ ス 等の青枯病， ハ ク サ イ 等
の軟腐病， ジ ャ ガ イ モ ， ネ ギ， タ マ ネ ギの軟腐病， リ ン
ゴ， ナ シ 等の核果類果樹や ブ ド ウ の根頭がん し ゅ 病， ジ
ャ ガ イ モ そ う か病等の報告が多 か っ た 。 前 回 に 比較 し て ，
根頭が ん し ゅ 病， ジ ャ ガ イ モ そ う か病， ナ ス 科作物青枯
病が増加 し ， ア ブラ ナ科野菜類の軟腐病がやや減少 し た 。

糸状菌 に よ る 病害の う ち ， キ ャ ベ ツ ， ハ ク サ イ 等の ア
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プ ラ ナ 科野菜類根 こ ぶ病の件数が著 し く 増加 し， 疫病類
は減少 し た 。 乃thium に よ る 各種苗立枯病， 根腐病類の
報告件数 は前回同様であ っ た が， ニ ン ジ ン し み腐病等の
新病害の 報告 が あ っ た 。 Rhizoctonia に よ る 病害 は 全体
と し て減少 し た が， 各種苗立枯病や葉腐病類， テ ン サ イ
根腐病， ジ ャ ガ イ モ 黒 あ ざ病な どの報告がみ ら れた 。 な
ら た け病， 紋羽病 は増加 し ， リ ン ゴ， ナ シ等 の 果樹の 白
紋羽病 は件数が著 し く 多 く な っ て い る 。 Fusarium 病の
う ち ， ト マ ト 萎 ち ょ う 病や ウ リ 類つ る 割病 は や や 少 な く
な っ た が， イ チ ゴや ダ イ コ ン萎黄病 は 報告件数が多 か っ
た 。 ナ ス 半身 萎 ち ょ う 病や ハ ク サ イ 黄化病 な ど の Ver.
ticillium に よ る 病害 は 増加傾向 に あ っ た 。 ア ズ キ落葉病
は増加 し， コ ム ギ眼紋病， 条斑病， 立枯病や ダ イ ズ黒根
腐病， メ ロ ン黒点根腐病な どが今回の調査で新 た に発生
面積の大 き い 土壌病害 と し て挙 げ ら れた 。 報告件数の 増
減 は ， 調査対 象 に も よ る が， そ の 時点での 防除対策， 抵
抗性品種の普及， 新病害の 防除対策の遅れ等の種々 の 要
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表 - 1 各調査項 目 に報告件数の 多 か っ た 主な土嬢 病害

病 名 発生面積 防除困難 研究要望 研究調査 防除試験 新 発 生

ウ イ ルス に よ る病害 16 17 9 12 2 I 3 14 
ム ギ類縞萎縮病 10 3 2 4 3 
メ ロンえ そ斑点病 2 6 3 6 8 
レタス ビ ッ グベ イン病 4 

カン キ ツ 温州委縮病 2 4 4 
細菌に よ る病害 57 75 2 9  40 3 0  2 0  

ア ブ ラ ナ科野菜 軟腐病 6 5 8 4 
ハク サ イ 軟腐病 4 3 4 4 

ジ ャ ガイ モ軟腐病 2 4 
ナス 科作物青枯病 32 47 2 5  19 14 

ト マ ト 青枯病 16 2 0  12 7 
ナス 青枯病 12 1 7  8 5 

根 頭がん し ゅ病 5 5 4 4 3 
ジ ャ ガ イ モ そ う か病 9 14 4 8 4 
メ ロンが ん し ゅ病 7 

糸状菌 に よ る病害 18 6 1 45 83 191 1 43 171 
ア ブラ ナ科野菜根 こ ぶ病 2 5  2 0  8 1 0  12 3 

キ ャ ベ ツ根 こ ぶ病 12 7 2 4 3 
ハク サ イ根 こ ぶ病 7 6 3 6 

ジ ャ ガ イ モ 粉状そ う か病 4 2 5 
根 く ぴれ病 3 2 5 
疫病 3 2 2 4  4 5 
茎疫病 2 7 
ナス 科作物根 腐疫病類 4 
苗立枯病 ( ピシ ウ ム) 3 2 2 2 1  5 

根 腐病類 7 4 7 
シ パ ピシ ウ ム病 3 2 
イ ネ紋枯病 3 
苗立枯病 ( リ ゾク ト ニア) 2 2 0  4 

根 腐病類 5 2 
ジ ャ ガ イ モ黒あ ざ病 3 2 
シ パ リ ゾク ト ニア 病 2 2 
な ら た け病 9 4 6 3 
紫紋羽病 12 7 6 8 5 
白紋羽病 33 32 9 1 1  9 2 
菌核病 2 5 7 
白絹病 5 6 
萎 ち ょ う 病 12 1 6  3 40 19 2 1  

ト マ ト 萎 ち ょ う 病 4 7 3 6 9 
ト マ ト根 腐婆 ち ょ う 病 5 6 6 9 

ウ リ 類つ る割病 2 10 2 
萎黄病 19 10 11 9 
腐敗病 2 6 4 4 
立枯病 2 6 3 7 
そ の他の Fusarium 病 2 2 15 2 4 
半身 萎 ち ょ う 病 9 13 7 
ハク サ イ 黄化 病 3 3 4 4 
ダ イ コンパーテ ィ シ リ ウ ム黒点病 3 
コ ム ギ立枯病 3 5 2 4 4 4 
ダ イ ズ黒根 腐病 4 6 2 3 8 
メ ロン黒点根 腐病 3 2 4 17 

ア ズ キ 落葉病 4 2 
そ の他の糸状菌病 7 8 3 1  3 4 1 1  

回答機関数 97 106 106 99 96 8 7  

' 報告件数2 機関以上
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因 が影響す る と 考 え ら れ る 。

報告件数が多 い 主 な土壌病害の発生面積率 は ， ハ ク サ

イ や キ ャ ベ ツ 根 こ ぶ病， ト マ ト ， ナ ス 青枯病， イ チ ゴ萎

黄病， ト マ ト 根腐萎 ち ょ う 病， ナ ス 半身萎ち ょ う 病等の

野菜病害や ， ジ ャ ガ イ モ そ う か病， オ オ ム ギ縞萎縮病等

の 畑作物 の 病害 で 1 1 . 9�25 . 5% と 高 か っ た 。 こ れ に 対

し ， リ ン ゴ紫紋羽病， リ ン ゴ， ナ シ， ブ ド ウ 白紋羽病 な

どの果樹病害， ヒ ノ キ な ら た け病な ど の樹病では発生面

積率が 1 . 6�6 . 0% と 低い傾向がみ ら れた 。

2 防除困難な 土壌病害

防除困難な病害 と し て 報告 さ れた 土壌病害 (表 1) は ，

発生面積が大 き い と 報告 さ れた も の と よ く 一致 し た が，

そ の種類 は過去の も の と 異 な る も の が多か っ た 。 ウ イ ル

ス 病警 は ， メ ロ ン え そ 斑点病や カ ン キ ツ 温州萎縮病等昭

和 51 年以 降 に 新 た に 発生 し た も の が多 く ， 細菌病害 で

は ， ト マ ト ， ナ ス 等の 青枯病や ジ ャ ガ イ モ そ う か病が増

加 し た の に対 し て ， Erwinia に よ る ア ブ ラ ナ 科軟腐病や

シ ョ ウ ガ， コ ン ニ ャ ク な ど の 腐敗病 は減少 し た 。 ア ブ ラ

ナ 科根 こ ぶ病 は増加 し た が， 疫病や ピ シ ウ ム に よ る 病害

は減少 し た 。 ま た ， リ ゾ ク ト ニ ア 病や紫紋羽病， 菌核病

は少 な く な っ た が， 白紋羽病， フ ザ リ ウ ム に よ る 病害 は

依然 と し て報告件数が多 か っ た 。

防除困難 と す る 理由 は， 病害の種類 に よ っ て様々 で あ

っ た 。 ウ イ ル ス 病害の対策 は抵抗性品種の利用 や ベ ク タ

ー の土壌消 毒 に 頼 ら ざ る を得な いが， オ オ ム ギ， コ ム ギ

縞萎縮病対策 と し て は土壌消毒は非現実的であ り ， ビ ー

ル ム ギ や コ ム ギ で は 品質が問わ れ る た め に 抵抗性品種の

作付が難 し い場合が あ る 。 新た に 発生 し た メ ロ ン え そ 斑

点病や カ ン キ ツ 温州萎縮病 に 対 し て は有効な 防除法が開

発 さ れて い な い 。 ジ ャ ガ イ モ そ う か病の場合 は種子消毒

の み で は 不十分であ り ， し か も 圃場での 土壌消毒 は難 し

い。 ト マ ト や ナ ス な ど の 青枯病で は ， 抵抗性品種や抵抗

性台木 は 実用上満足で き る も の でな く ， ク ロ ー ル ピ ク リ

ン に よ る 土壌消 毒 は 周 辺環境への影響が懸念 さ れ， 良食

味志向 な ど の市場性や連作が さ ら に発生 を 助長 し 防除困

難な も の に し て い る 。

キ ャ ベ ツ 等の ア ブ ラ ナ 科根 こ ぶ病 は ， 短期輪作や連作

に よ っ て 病原菌密度が高 ま る た め に 土壌消毒の効果が上

が ら ず， し か も 不安定で あ る 。 有効な抵抗性品種 も な い。

リ ン ゴ， ナ シ な ど の紫紋羽病や 白紋羽病で は ， 永年作物

の た め に 土壌消毒の効果が低 く ， 掘上 げ露出処理 は労力

的， 経済的 に 難 し い 。 わ い化栽培が被害 を助長 し ， ま た

感染初期の把握が困難で， 手遅れ に な る こ と が多 い。 ト

マ ト 萎 ち ょ う 病で は J-2 に よ る も の が多 く な っ て い る

が， 抵抗性品種は効果不十分で， 抵抗性台木 は 品質低下

を起 こ す こ と が あ る た め に 選定が難 し い。 ク ロ ー ル ピ ク

リ ン に 頼 る し か な い が， 周 辺環境への影響が懸念 さ れ る 。

ダ イ コ ン萎黄病， イ チ ゴ萎黄病， ハ ク サ イ 黄化病 で は 土

壌消毒の効果が不十分であ る 。 コ ム ギ立枯病 は ， 発生変

動が大 き く ， 発生要因 の 解明 が先決で あ る が， 水回転換

以外の決め手 と な る 防除法が な い 。 ダ イ ズ黒根腐病 は転

作田で問題 と な り ， 排水対策が不十分， 土壌消毒困難，

登録薬剤が な い な ど が防除困難 な 理 由 と し て 挙 げ ら れ

た 。

3 特 に研究が要望 さ れ る 土壌病害

特 に 研究が要望 さ れた 土壌病害 は ， 1発生面積」及び「 防

除困難」 の項 目 で挙 げ ら れた も の と ほ ぼ一致 し た (表-1 ) 。

ナ ス 科作物育枯病， ア ブ ラ ナ 科野菜類根 こ ぶ病， な ら た

け病， 紋羽病な ど は報告が多 く ， 過去の結果 と 比較 し で

も 多 く な っ て い る 。 シパ類土壌病害 や ， 特 に 花 き 類の 土

壌病害 に対す る 研究要望が著 し く 高 ま っ て い る 。 こ れ に

対 し て ， Erwinia に よ る 病害や ト マ ト か い よ う 病な ど の

細菌病， 疫病， ピ シ ウ ム 病， リ ゾ ク ト ニ ア 病， フ ザ リ ウ

ム病等 に対す る 研究要望 は 少 な か っ た 。 F. o.勾ゆorum や

Verticillium に よ る 導管病 は 防除困難な も の が多 く ， 発

生面積が大 き い病害 と し て 報告件数が多か っ た に も かか

わ ら ず， 研究要望数 は 少 な か っ た 。 研究要望 に つ い て の

コ メ ン ト は， 防除困難 と す る 理由 と 共通す る も の が多 か

っ た 。

4 現在研究， 調査 を さ れて い る 土壌病害 (病原体 を

中 心 に )

現在研究， 調査 を さ れて い る 土壌病害 を病原体別 に み

る (表一1) と ， ウ イ ル ス で は SBWMV， TMV， MNSV， 

TNV， 細 菌 で は Erwinia， Pseudomonas， Agrobacter. 

ium， Strlψtomyces， 糸状菌 で は Pゐsmodiophora， Phyto. 

ρhthora， 丹thium， Rhizoctonia， Helicobasidium， Rosel. 

linia， Sclerotium， F.附arium， Verticillium 等の報告件

数が多 か っ た 。 こ れ ら は い ずれ も 「発生面積」 及 び 「防

除困難J の項 目 で も 報告件数が多 か っ た が， Erwin勿，

Agrobacterium， Phytophthora， 乃thium， Rhizoctonia， 

F. o.砂ゆorum， Verticillium な ど本項 目 で報告件数の 多

か っ た 土壌病原菌が， r研究要望」 で全 く な い か， わ ず か

し か な か っ た 。 こ の 理 由 は不明であ る 。

報告件数の推移 を 過去 の デー タ と 比較 し て み る と ， ウ

イ ル ス 及び細菌の報告件数 は漸増傾向 で あ っ た 。 糸状菌

は 全 体 で 約 80% を 占 め る 。 そ の う ち Phytophthora，

乃thium， Verticillium で 増 加 が 認 め ら れ， Helicoba. 

sidium， Rosellin勿， Rhizocfonia， Fusarium で は増減の

傾向 は判然 と し な か っ た 。 今 回 の 調査 で新た に 報告 さ れ

た 主 な も の は ， ウ イ ル ス で MNSV， SBWMV， TNV， 
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細 菌 で Agrobacterium， 糸 状 菌 で 白eumannomyces 等 数が著 し く 多 く な っ て い る 。

であ っ た 。 防除試験の 方法 は病害の種類 に よ っ て様々 で あ る が，

5 各場所 に お け る 土壌病害の 主 な 防除試験 報告 に み ら れた も の は①接木台 を 含 め た 抵抗性品種の利

現在防除試験が行わ れて い る 主 な土壌病害 は表 1， 表 用 ， ②輪作， 溢水処理 な ど の耕種的方法， ③有機物施用，

-2 に 示 し た が， 昭和 51 年の調査 と 比較 し て 共通す る も ④括抗微生物 な ど を利用 し た 生物的防除， ⑤熱水， 蒸気，

のが多 か っ た 。 し か し ， オ オ ム ギ縞萎縮病， ハ ク サ イ 黄 太陽熱 に よ る 土壌消毒， ⑥薬剤処理や 土壌 く ん蒸 な ど に

化病， コ ム ギ立枯病， ダイ ズ黒根腐病， メ ロ ン黒点根腐 大別で き る 。 昭和 51 年 の 調査 に 比較 し て ， 種々 の 作物，

病な ど， 今回の調査 で新た に報告 さ れた も の も あ っ た 。 病害 に対 し て 抵抗性品種が育成 さ れた こ と ， 耕種的防除

ナ ス 科作物青枯病， 白 紋羽病， 萎 ち ょ う 病な ど の報告件 や生物的防除が多 く な っ た こ と ， 薬剤防除への依存度が

表 - 2 主 な土壌病害の防除試験法の推移

昭和 51年 平成 4年
病 名

l 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 

オ オムギ 縞萎縮病 O O 
軟腐病 O O 

ハ クサイ 軟腐病 O O 
パラ 根頭がん し ゅ 病 O 
青枯病 O O O 

トマト 青枯病 O O O O 
ナス 青枯病 O O O 

ジ ャ ガイモ そ うか病 O O O O 
アブラ ナ 科根 こ ぶ病 O O 

キ ャベツ 根 こ ぶ病 O 
ハ クサイ 根 こ ぶ病 O O O O O 

キュウリ苗立枯病 O O O O 
根茎腐敗病 O 
コ ンニ ャ ク 根腐病 O O O 
紫紋羽病 O O 

リン ゴ紫紋羽病 O O O 
白紋羽病 O 

ナシ 白紋羽病 O 
プ ドウ 白紋羽病 O 

ウリ類 つ る 割病 O O O O 
萎 ちょう病 O O O O O 

トマト 萎 ちょう病 O O 
トマト 萎 ちょう病 (] - 2) O 
トマト 根腐萎 ちょう病 O O O O 

ホウ レ ン ソウ 萎 ちょう病 O O 
萎黄病 O O O 

ダイコ ン 萎黄病 O O O O O 
イチ ゴ萎黄病 O O O O 

カボチ ャ 立枯病 O O 
ハ クサイ 黄化病 O O O 
コムギ 立枯病 O O 
ダイ ズ黒根腐病 O O O O 

メロ ン 黒点根腐病 O O 
1) 昭和 51年のデー タ は杉本 ( 1976) に よ る
2) 防除試験法
1 接木を含め た 抵抗性品種利用 4 掠抗微生物 な どを利用 し た 生物防除
2 輪作， 溢水処理な どの 耕種的 5 熱水， 蒸気， 太陽熱に よ る 土壌消毒

方法 6 薬剤j処理や土壌 く ん 蒸
3 有機物施用
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相対的 に 低下 し た こ と ， 熱水や太陽熱 を利用 し た 土壌消

毒が新た に加わ っ た こ と な どが特徴 と し て挙 げ ら れ る 。

6 昭和 51 年以降に新た に発生 し た 土壌病害

本設問項 目 に対す る 報告 (表ー1) は ， 新病害 と し て 記

載 さ れた も の の み に 限定 し た 場合 と ， そ の地域で新た に

発生 し た 病害 を も 含め た 場合 と があ っ た 。 ウ イ ル ス 病害

で は メ ロ ン え そ 斑点病， レ タ ス ピ ッ グペ イ ン病， 細菌病

で は ブ ド ウ 根頭がん し ゅ 病， メ ロ ン が ん し ゅ 病が挙 げ ら

れた。 糸状菌病で は イ チ ゴ疫病， ダイ ズ茎疫病， ト マ ト

萎 ち ょ う 病 (J-2) ， ト マ ト 根腐萎 ち ょ う 病， ダ イ コ ン萎

黄病， ホ ウ レ ン ソ ウ 萎 ち ょ う 病， カ ボ チ ャ 立枯病， ト マ

ト ， ナ ス な ど の 半身萎ち ょ う 病， コ ム ギ条斑病や立枯病，

ダイ ズ黒根腐病， メ ロ ン黒点根腐病な ど の報告が多 か っ

た 。

こ れ ら の病害 に 対す る 定着性や被害 の 実態， そ れ ら の

原因等 に つ い て の コ メ ン ト に よ る と ， 地域性 は あ っ て も

定着 し た も の が多 か っ た 。 連作， 品種な どが原因 と さ れ

た も の も あ っ た が， 多 く は原因不明 で あ っ た 。 一部 に は ，

い っ た ん発生 し た が そ の後回避 ま た は被害軽減 し た 例 も

報告 さ れて い る 。 例 え ば， メ ロ ン え そ 斑点病， イ チ ゴ疫

病， ト マ ト 萎 ち ょ う 病 (J-2) ， ト マ ト 半身萎 ち ょ う 病 は

品種切換 に よ っ て ， ホ ウ レ ン ソ ウ 萎 ち ょ う 病 は 土壊消毒

で， ま た ， 内容不明であ る が カ ボ チ ャ 立枯病で 「 緊急防

除対策事業」 に よ っ て被害回避 に 成功 し て い る 。 散発や

局地的発生 と コ メ ン ト し た も の も 多 い が， こ れ ら の発生

要因， 抑止要因が明 ら か に な れ ば新発生病害対策の参考

に な る と 恩わ れ る 。

7 土壌病害の研究， 防除対策 な ど将来の展望， あ り

方
回答内容 は ， 表-3 に 示 し た よ う に研究組織 ・ 体制， 調

査 ・ 研究方法， 研究の方向， 細 か い技法 に 関 す る 事項 に

類別 し て 集計 し ， 過去 2 回の調査結果 と 比較 し た 。 研究

組織 ・ 体制 に 関 す る 事項 は著 し く 増加 し ， 各専門分野あ

る い は産官学問 の共同研究 の必要性， 研究推進の た め の

プ ロ ジ ェ ク ト 化， 予算的裏付 げ ， 情報交換， 利用 の シ ス

テ ム 化， 登録や安全性の ガ イ ド ラ イ ン の 設定な ど に 関す

る 意見が 目 立 つ た 。 調査 ・ 研究方法 に 関す る 回答 は 多 く

な か っ た が， 発病環境要因の解析， 病原菌の定量法や病

土の検診法， 診断法等の 開発 に 関す る 要望があ っ た 。 研

究の 方向 に つ い て の報告 は著 し く 多 く ， 特 に 環境問題や

LISA 等 を意識 し た 生物的防除， 生態的防除， 総合防除の

必要性 に 閲 す る 報告が 目 立 つ た 。 し か し ， 一方で は ， こ

れ ら に対す る 実用化への疑問視か ら ， 薬剤防除の充実が

実際現場か ら の根強 い 要求 と し て 感 じ ら れた 。 ま た ， 耐

病性品種の育成や機作の研究， 形質転換植物への関心 も

示 さ れた 。 細 か い技法 で は ， 病原菌 の 同定， 生態， 診断

等の場面 に 分子生物学的， 遺伝子工学的手法の 導入等の

新 し い視点 へ の 要求が あ っ た 。

本設聞 に対す る 全体の 回答率 は 66% ( 100/152) で あ っ

た が， そ の う ち 生物 的防除 に 関係 し た も の が 45 件 あ っ

表 - 3 土嬢病害の研究， 防除対策な ど将来の展望， あ り 方

報 告 件 数
項 目

昭 38 年 昭 51 年 平 4 年

研究組織， 体制 に 関 す る 事項 51 5 31  
研究機関の創設 5 。 。
研究の協同化， 連絡の強化 34 3 26 

グル ー プ研究， 総合研究 15 3 23 
な どの 必要性

研究集会， 談話会の開催 11  。 1 

研究速報， 総説， 機関誌 8 。 2 

の発行

研究組織， 設備 な ど の充実 7 。 7 

研究者資質の 向上 2 。 1 
菌類同定機関 の要望 3 。 。
そ の他 (普及， 事業) 。 2 。

調査及び研究方法 に つ い て 36 8 18 
土嬢病の定義， 用語の統一 4 。 1 
発病調査基準 3 。 2 
発病環境要因 の制御法， 10 2 3 

解析法
病原菌 . 措抗微生物の 定量法 1 1  l 5 
病土検診法の確立 8 1 6 
土壌病の簡易検定及 び 。 4 4 

同定方法の確立
研究の方向に つ い て 38 81 105 

病原菌な ど の 生態の研究 9 7 10 
措抗微生物， 措抗現象 5 8 1 1  
動物相， 線虫 と の関連 3 。 。
輪作形式の再検討 2 3 3 
土穣菌 と し て の生理遺伝 2 1 1 

耐病性品種育成及び 2 16 16 

機作の究明
薬剤 に つ い て 13 15 4 

新殺菌剤， 経済的使用 法 6 15 4 
の 開発

殺菌効果の判定方法 7 。 。
土機消毒機械及ぴ方法の改善 2 6 1 
総合防除法の解明及び確立 。 8 10 
薬剤 を必要 と し な い生態的防 。 1 1  52 

除法の開発， 究明
地力 と の関連の究明 。 5 1 

種子， 種苗消毒法の開発 。 l 。
細か い技法に つ い て 6 。 6 

(土犠 Sampling， 土嬢

保存法， そ の他)

回答機関数 47 39 99 

* 昭和 38， 51 年の数値は杉本 ( 1976) に よ る
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た 。 そ の な か に は， プ ロ ジ ェ ク ト ， 共同研究等 を駆使 し

た研究拡大 ・ 推進の必要性が挙 げ ら れ， エ ー ジ ェ ン ト の

開発 ・ 利 用 の ネ ッ ト ワ ー ク 作 り や シ ス テ ム 化， 安全性や

登録の ガ イ ド ラ イ ン の 設定等 に 関す る 意見が 目 立 つ た 。

ま た ， 研究の 方向 に つ い て ， 農薬軽減， 安全性. LISA 等

の視点か ら 生物的防除 を 含 め た 総合防除法の 開発， 生物

的防除法の確立 ・ 実用化への要求が多 か っ た 。 技法 と し

て は， 研究 ・ 開発商 で ク ラ シ ッ ク な も の に加 え て ， 遺伝

子工学， 分子生物学等 の 新手法 の 導入が益々 必要 に な る

と 考 え ら れ る 。

お わ り に

今回の ア ン ケ ー ト 調査 は ， 第 1 回， 第 8 回談話会 と ほ

と ん ど 同 じ 7 項 目 に つ い て 実施 し ， 結果 を過去の も の と

比較 し て 推移 を 調べた も の で あ る 。 「発生面積J. r防除困

難J. r研究要望」 等の項 目 で報告件数の 多 か っ た 病害 は

共通す る も の が多 か っ た 。 そ の な か に は過去の調査結果

に も 多 か っ た も の ， 過去 に 多 か っ た が著 し く 少 な く な っ

た も の ， 新た に発生 ま た は増加 し た も の な ど様々 で あ っ

た 。 こ の よ う な報告件数の 多 少 は ， 調査対象， 防除の難

易， 発生分布の広 さ 等の 要因が， ま た ， 報告件数の増減

は， 防除法 の 開発等 の 試験研究 の 成果や栽培法， 作 目 ，

品種等の変遷が関与 し て い る と 考 え ら れ る 。

「防除試験J の報告か ら 対象病害の 種類が変化 し ， そ

の 方法 が 多 彩 に な っ た こ と が わ か っ た 。 抵抗性 品 種 が

種々 の病害 に対 し て 育成 さ れ， 耕種的防除や生物的防除

試験が多 く な っ た こ と ， 熱水， 太陽熱利用 に よ る 土壌消

毒が新 し い技術 と し て 加 わ っ た こ と な ど が昭和 51 年以

降の特徴 と し て 挙 げ ら れ た 。 「新発生病害J は そ の 地域 に

定着 し た も の が多 か っ た が， 一過性で回避で き た 事例 も

あ り ， そ の理 由 が知 り た い。 研究組織 に 関 し て は共同化，

プ ロ ジ ェ ク ト 化が， 研究の 方 向 と し て 生物的， 生態的手

法 を 組 み 込 ん だ総合防除法 の 開発 な ど の 要求 が 見 ら れ

た 。 現代農業の属性 と い わ れて い る 土壌病害 を 克服す る

た め に ， そ の 時点で考 え ら れ， 利用 で き る あ ら ゆ る 手段

を駆使 し て ， 少 し で も 被害 を 少 な し と い う 意気込み が

「防除試験j の項 目 な ど の 各所で現れ て い た 。
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『農薬の散布 と 付着』
日 本農薬学会 農薬製剤 ・ 施用 法研究会 編 B 5 判 本文 1 70 ペ ー ジ

定価 3，400 円 (本体 3 ， 301 円 ) 送料 310 円

施用 さ れ た 農薬薬剤 の 挙動 に つ い て ， 施用 法， 防除機， 散布法 ・ 剤型， 植物表面 と 付着 の 関係 ・ 葉面か ら の取

り 込 み， 今後の 散布技術 の 展望 を詳述 し た 農薬関係 の 技術書。

お申 し込み は前金 (現金書留 ・ 郵便振替 ・ 小為替な ど) で直接本会 ま でお申 し 込み下 さ い。

本 会 発 行 図 書
農 薬 適 用 一 覧 表 ( 平 成 4 農 薬 年 度 )

農林水産省 農 薬検査所 監修

定価 2 ， 800 円 ( 本体 2 ， 719 円 ) 送料 380 円

A 5 宇IJ 462 ペ ー ジ

平成 4 年 9 月 30 日 現在. 当 該病 害 虫 ( 除 草 剤 は 主要作物) に 適 用 の あ る 登録 農 薬 を すべ て 網羅 し た 一覧表 で， 殺 菌 斉IJ ，

殺虫剤， 除草剤. 植物成 長調整 剤 に 分 け ， 各作物 ご と に 適用 の あ る 農 薬 名 と そ の 使 用 時期 ， 使用 回 数 を 分か り や す く 一

覧表 と し て ま と め. 付録 と し て ， 毒性 及 び 魚 毒性一覧表及 ぴ農 薬一般 名 ( 商 品 名 ) 一覧表. 農 薬 商 品 名 ・ 一般 名 対比表

を 付 し た 。 農薬取扱業者の 方 は も ち ろ ん の こ と 病害 虫 防 除 に 関係す る 方 の 必携書 と し て 好評 で す 。
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